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予算の推移（昭和31年廣～38隼魔）

　㌦＼㌔　　　箏　度　131　　32　1
」、．＿二二＼L．．．旧．．．j」

　1研　究　批（榊）！　2．90013，125≡
　l　　　　　　　1　　　　r
一：殺㈹雛佛〕11（平1り）；舳OO135・991；
級！煽　設　せ■土（呼1’］）1　41・353136・0701

；1∴l1舳｛；1：1’lli1：：≡，lllllr、：1：：：1

　　イセ　i≡1・（・。1ぺ1・．・ll：・1：1、搬…

ザ「パ〔二　HI蜘1
　総　　淋円）　舳〕63・874；

3334、、∵、
3・・8181w・・：酬311

261，500；2S5，3欄　315．6竈7」

　　　　　　　　　　　≡
榊ド71・伽≡酬S6≡
3・510’7・300　8・鮒、

舳1伽W≡舳21；
州・柵31搬・094≡舳・05㍉

舳O・・O・胴≡・1，刎1一

　　　≡　　　　！
、’；；；；r；ムー；；「ll、，、、、

　　　1　　　，

、、〒…、．．1．〕1・掴

11・・…：舳11・・・…：

　3＃8．2】8　　　409．292　　　373．459

　　　　1　　1　　1
舳ゲ？・675i69・293i

　　㈹∵1・9351，㈹1
　12：川！115耐・鮒1H〕一’舳1

舳O，・12・3舶1竃22・舳1

1・．舳11・・，舳1ふ．…1

　」．＿、．1－　　　i　　　l
。。。、王η㌦1ふ；r

　　　　！　　l　　l

合　　奮寸

　　652．95茗

　2，1㈱。492

　　803－883

　　5彗．g1O

　　砧…蛸．齪52

　｛、380I09⑪

582．㈱7

4，962，727

てき一た。

　ω　研究訓5’珂の策定および研究の爽施にっいて

　　は，広く’lIギ民との辿蝶脇力を兆木とする。

　12jい…1として必，災：な研究，，式験を炎施するた

　　め，・一一般の研究所とは災なり，研究の兆礎段

　　締から1．む；川，lj雌の脚榊1で進めていくため

　　人洲莫かつ近～r勺な研究洲1fを椴舳する。

　㈹鮒究沽莇は，研究牢という、とりも，ブロジ

　　　ェクトに対して1洲系した■Wり舳究圭・1の協力に

　　よって綜合舳に維巡するというプ〃りに進め

　　る。

　川　人亘i，設鮒などの維舳iにミ≡1っては，研究所

　　の払充と鮒究の火施との，洲糾こ考嚇を払っ

　　て，近代的感覚を採り人れた，時代にふさわ

　　　しい研究所’のwU1完成をはかるo

　15〕機榊‡，研究内容の払充分化にともない，

　　将来は王5締㌍l1度とする計胆1iである。

　㈹　研究設蜥の遜一定，維持，使州には推爽成果

　　の信艦珊三をあげるたソ）に，あらゆる禽貝帥勺努

　　プ〕一をづ一るo

　なお，1榊舳ドより木年度1談でに令る丁算の推

移状況を表に示しておく。

　　　　　　　　2研究活動

　恢究〕」町の舳：災が人きくなり，研究糊：1IlI主が泌｛人さ

メrしるにともなって，　研究う＝1一マσ）放はイli一々州〃1

し，そσ）内容も淡みな力1iえて来ている〇　三ヒた火施

される研究は，すべて伽幾1／勺なつなが≡）を芽1ボη二に

もって推し進ソ）られているが，とくに脊研究舳；判

で，ブ悼ジェクトのたy）にシステムを作って行な

っている研究は，総合研究と呼び，研究規平莫また

は研究体舳などの、1急でとくに並一1帥勺に行なうもの

を牛、宇洲研究と呼んでいるo推足していくばくもな

い頃の研究蕎十晒の大綱については，すでに材技研

ニェースNo．1（19571）にかかげたことがあった

が，閑来今1三1に苓るまで醐じ方針のもとに推し進

ソ）て来た。つぎに総合研究お．仁び牛、I洲研究抄11心

としてこれまでの研究状槻を眺めて兇ようo

　　鋼申の非鉄金属介在物こ関する研究

　これまでにも材披研ニュースでしぼしば紹介し

てきたが，この研究は，非金属介布物の個々の縦

成について，機械1’舳11質との1裟触について，また

熱1閉加丁との閑係についてなどかなり進められて

いるo非．金械介在物を〃州するための超沙波ジャ

ックハソマー装忙亡，X線マイクロアナライザー

（フラソス　Cameca希上蝿）および各概分析機牒

0）活’’1’］は，さらに其体的な成果カミ川待されるoこ

の研究に1装肚して軸受鍋の舳質1手1」．i二に一鈎する研究

がある。それは真空アーク溶解法によって酸化物

系，アルミナ系の介才1．三物や偏析の少ない健全な鏑

塊をうることがでぎ，耐久1‘1三のすぐれた榊受鋼な

鍍造したo

　　恒温変態曲線図の作成

　欧米においては，すでに突川鮒こついてかなり

逃y）られているので，わが1，lllにおいても，作成が

いそがれていゐ。批処」：w㍑榊こおいて■没舳が、．ll

うやく絡えられつつあり，Cr－Mo重1岡（SCM－22）

のS舳線が完成し，これのCCT　lll1線の作成にも

着乎しているが，水年度よ‘）1尖」係企薬，学校，待

梛舳（に対してのアソケートの結火にもとづいて

系統榊こ爽施して行く予定である。



　　クリープデータシートの作成

　こ貞Lは昨年度より総合研究としてとりあげら

れ，突川耐熱材料であるCr－Mo・一V鋼，2ヵCr－1

Mo搬，ユ8＿8Mo銚，18－8Ti鋭およびH－46にっい

て，30．0001’1’与：問までのデークシートの作成を□向勺

とし，研究」u川一11を5ヵ年としているo

　　溶接構造用高張力鋼の研究

　1九脹力70k9／mm1以．ll，附力50k9／mm㌦リ、」二

を4∫する鍬師，　および焼．｛作ク）みで抗張ソ」60kg／

mm．2以．llを’イ1’する鉗i1手1πの．1」丈f乍π1㍑をr’l　l「勺として

いる。これは■■f！利33年度より総合舳二究として収り

あげられ，工業化研究部，材料強度研究部および

溶接研究部が参加している・まず予州侠験とし

て，ユOkg溶解により，C，Si，Mn，Zr，Nb，V

Cu，Mo，Rare　earthなどの強度，一レ」久靭例三，

湘於1“l1に及ぽす形苧一半を訓介し，これにもとづいて

ユOOkg溶僻により6鉗不1五の試作を行なった。この

結火5鮒手1爪は機械1／Wぽておよびリ」久1靭例1とも，一

応の口的に迷しているので，溶接例1試験による“

張力鋼としての適T1三を記1Iヨ介している。溶披一1‘li試験

には，溶按川辿続冷却変‘態1Xlのf／≡成，溶披熱膨粋

郁の■延化1三試鹸，溶接熱サイクル1，1＝現試験片の機械

試験および溶接1■訓れ試験があげられる。溶接」’日述

続冷却変蝋叉1（C　CT）は迦1一湘妾条作を1火定す

るためにきわめてイ1．効であり，木研’先所において

試f乍した溶披川CCTlxlのf乍戊装1ポ■＝を川いて］見イl1

までに約50師の溶接川CCT凶が作成されてい
るoまた延’1“1三．1べ鹸としては，テーパかたさ．1式蛾汰

を案川し，溶彼条r’1＝から■1－l1脹力針1司0）溶一’亥拙彫秒1ヨ椰

のゴ1支1ゴ肋・たさを推定するリ∫法な拠示した。溶披熱

’リ’・fクル1■」＝」几■；・・に脇池セi1’一1、を’；」・にf／1し，　多j：1洲11tlこつよ火

蜴灸を’千∫なし・，　＾川｛力f岡o）…容一妾1“！1，　1式f乍研先苫こlT11奥

な役舳）を火している。．溶桜1■1」」れについては，ll“

利37年度より仙二一允に杵rしており，　とくにルート

割れの1＝り迦’を州り■■ド’一Iドて俳先が逃めらオLて来た．

この舳↓，1舳ミ川：岡o）溶1妾梛のルート舳Lの木正’工

は，鋼の水ノ｛脆化であることが刎らかとなり，’デ，’i

張力垂1岡の洲妾1｝l1もそのll－l1から検討することが必衷

となって火た。ll“不1135イ「庇において，焼咋0）み

｛ll〕

｛o〕

ω

（ll〕

一1．　　　　1
一・、、　　　　義

ω

4一均
1二淳

由一と。

1；州2t㎝エルー式仙気炉の榊莱
淋　解　』三　処　　設　　蜥

　（棚1111炉　（d〕500t㎝汕111蛾造プレス　lll〕j坦1賦2」亥舳1」llj蝸
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　　　　　　　　溶綾川CCT図とその装『i

c，仇帳力60kg／mm2以．1二をイ」’するi1’lj張力鋼の試

「≡俳究に杵’乎し，竹肌の予舳i火駄の糸舳一と，火木成

1♪としてSi－Mn－Ni－Cr－Cu－Mo系を最も有望と

1忍めた。また溶按性および低汎＃洲三の倒点より炭

昇洲1はごく低めにした。木垂岡椰については現在2

トソエルー式斑気炉による実川鋼の試f乍が行なわ

にている。

　　耐熱材料・の研究

　当初より．巾1衷舳究テーマとしてとりあげ，男・、l1別

　　　　　研究又は総合研究として工1夏扱われて来

　　　　　た。すなわち耐熱捌，耐一熱合金および超

　　　　　耐熱材料についてそれぞれのj’山金の純

　　　　　度，化学’’1勺釆11．成，溶解州川気，脱艘条f’l1，

　　　　　力1Ll．1条件，批処〃条f’1：箏と11’．ljfl■1L1l’、1」ll‘トとの

　　　　　川辿什な1リ」らかにして，その使川i川勺に

　　　　　適した条件を求めるための努力がはらわ

　　　　　れて来たのである。

　　　　　　まず畑耐熱命金として，Co，Ni，Cr，

　　　　　をべ一スとしたものなとりあげ，杵手1匡添

　　　　　加元素の膨予・睾について仙二究が行なオ）れ

　司ooo　たo　Co，1』耐熱介金については，Bの添、

加およびB，Zrの復合添加（1205B今．金）によ

りクリープ・ラブチャー独度が’著しくlfリ．．1．二するこ

とが’1｛1」1洲している。

　これに引き続いてCおよびNiのll’1；洲Wl1に及

ぽす膨裕，至についても研究が進y）られよい成・火が得

られた。Nり■と合金では，代表1杓合金である　Ni・

monic1OOを改良し，B添舳こよりNimonic
！00よりもはるかに強力なラブチャー独庇をイ」’す

る合金をうることが1．、．，■来た。　（No，64介I金）

　またNiをMnでおさ・かえた＾Mn耐熱鋼につ

いては10％Mn合金が」■止もすぐ’れた材料であるこ

とがリ1らかにされている。

　ついでオーステナイト系のステソレス鮒こつい

て，15Cr－20Ni－25Co系および18Cr－12Ni系に

対する脊唖元素の腹合添加による高温特性に及ぽ

す彫響について研究が進められているo

　　鋼の異方性組織に関する研究

　これは鉄系合金の’1’ll：結品紅織に所’望の異方性を

一ケ・えることによって冗磁気的機舳杓諦性質にすく一一

各極耐熱合金の化挙縄成

川」尺

m 加 ＝∵ Cr Ni Cu
　　i㍗W
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7　零留似

　　　　　　駆　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　凸＼
　　　　　　　　　　　　　　　　圧廷颪

　　　　　　　　　　　　　　　川　　　　　　　　　　　←
　　　　　　激撚1

　　冷圧（100）〔001〕単結晶の一次再結晶粒

　　　　（3劣珪素鉄）

れた材料を得る目的のもとに再結晶機構を広い視

野から究明している。

　　高速度加工に関する研究

　昨年度より総合研究としてとりあげられ炭素

鋼，低合金鋼，ステソレス鋼，および高速度鋼等

の鉄鋼材料および銅，アルミニウムおよび鉄等の

純金属を用いてダイナパック鍛造押出機による高

速エネルギー加工の基礎的研究を行なっている。

　　純金属に関する研究

　これについてはまず最初に高純度Crがとりあ

げられた。純クロムは，耐熱性，耐食性にすぐれ

た性質をもっているが，熱間加工が困難であるこ

とと，室温で脆し．・ことのために・実用材料として

利用されていない。この脆性を改善するための研

究は欧米においてもかなり以前から着手されてい

るが，必ずしも満足すべき結果は得られていな

い。本研究所では，ク1ゴム酸電解法によって得た

純クロムをアルゴソ雰囲気中でアーク溶解し，そ

の鋳塊をシース加工法によって鍛造・圧延し薄阪

を螂乍する工程を確立した。また純クロム薄板の

室激脆性の改善は，Prestrain法によってかなり

の成果を収めることが出来た。さらにその機構を

解抄げるために，Prestrainを加えた純クロム薄

膜を電子顕徴鏡によって透過観察を行ないク1ゴム

に固溶されている窒化物が密接な関係を有するこ

とが明らかとなったo

　このほか純金属の精製については，Nb，Ta，
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　　Prestra｛nを加えた試料刀室温における引張

　　　りf申び

Zr，Th，Ti，Mo，Si等の研究があり，これら

の精製装置や製錬方法の開発にかなりの成果を収

めている。

　純金属中の徴量成分の分祈に対応するため，各

種分析機器の整騰をはかるとともに，高感度の有

機試薬の研究も進められており，吸光光度法の研

究や，ポーラログラフによる定量法の研究にも成

果が認められる。

　　超電導マゲネット材料の研究

　本年度より新たに加えられた総合研究の1つで

ある。超電導マグネットは実験装置用のみなら

ず，電子工業用として，近い将来大いに利用が期

待されるものであって，匡ξして早急にこの種の

材料の研究と生産に着手することが望まれてい

る。

　そこでまずマグネヅトのコイル材の製造加工と

その特性の改善について研究を行ない，っいで高

性能の超電導マグネットを試作することを計画し

ている。

　　原子炉用材料に関する研究

　これは国立駿関原子力試談研究費によるもので

ある。原子炉用金属材料の腐食防食に関する研究

は昭和32年度よりひき続き実施されており，アル

ミニゥムとその含金，ジノしコニウム合金，ステソ

レス鋼，マグネシウム含金が対照となっている。

新しい原子炉用燃料としての金賦トリゥムおよび

その合金の製造に関する研究は昭和33年より着手

し，韓国産モナズ石から系統的に処理し，一貫し

て製造することに成功した。この製造に当って

は，有機溶媒柚出に本研究所独特の方法が考案さ

れ，また溶融塩電鮪こは独自の設計による大型連



〔特　許〕

　　　特　　許　　名

（1）跨効絞化性チタニウム含金

（2）金囑ノロムの室温脆性を改良
　　する加工去

（3）　四ヨゥ化ケイ素の製造法

〔特許出願公告〕

　　　特　許　出　願　名

（1）高Mn耐熱含金鍋

（2）耐熱Co基合金
（3）　耐熱Ni基合金

（4）　バイプの溶接に磁気駆動せる
　　アー一ノを用いる方去

　　特許番号
第270161号

第285925号

：第30呂8丁0号

1出願公告の綻日

＝昭和38年工月7日

昭和38年1月7日

昭和38年1月7日

！昭和38年1月21日

受託研究　　」’∵
　　研究テーマ名　；研舷度i委託者
（1）離蝶丁図㌃成にr昭和・・年度．富土織熾1

（2）鋼中の非金属介生物に昭和36年度富±製鉄抹式会宅
　　関する研究　　　　　　　　　　i
（3）溶鉄の加炭機構に関す　　　　　　三菱化成工業株式
　　る研究　　　　　　　　　会杜
（4）アルミニウム合金溶接　　　　　　杜団法人
　　用心線の研究中疲労試　　　　　　　　　軽金属協会

　　験研究

（5）13Cr鋼の長時聞クリー昭和36年度三菱造船抹式会圭
（、）諜灘灘加工言こ1圓召和3瞬度

（。、警三鷲性質カ1加炭1昭和37年度獣慧二

　　に及ぽす影響について昭和37年度会杜
（8）低炭素強靱鋼のリラク
　ゼーショソに関する研究　　　〃　　大同製鍋昧式会I一

（9）カルシウムカーパイド
　　利用による強靱鋳鉄の．　’、　　電気化学工業株式

　　製造法　　　　1　　　会杜
（10）金属材料の高速加工に　　　〃　　　日本塑性加コ：学会
　　関する研究

統電解槽が使用された。

　また原子炉用異材継手の溶接，原子炉材料の新

しい溶接法の開発にっいてもそれぞれ研究が進め

られており，RI庁舎の建設にともなって，アイ

ソトープ利用に関する研究も実施の段階に入っ

た。研究結果はすべて金属材料技術研究所研究報

告（和文B5版，年6回発行），Transactionsof

National　Research　Institしlte　for　Metals　（欧文

A4版，年6回発行）材技研ニュースによって発

表されている。各睡の研究の中から特許申請を行

なったもの24件，この申，許可3件，公告決定4

件となっている。これまでに行なわれた研究は以

上のとおりであるが，所外に対しては，受託研究

もようやく軌道にのり，また各砥学会，関係委員

会などに数多くの研究員が委員として出席し，密

接な述繋のもとに研究を進めているo

一　6
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大型連続電蕃檎

3研究設備

饗1

　昨年度において整備された設備および本年度に

設置を予定しているもののうち，主なものは次の

とおりである。

　物理分析設備として，HU－11A型電子顕徴鏡

が設置された。これは透過法による実物試料の直

接観察用としてさらに研究分野を広げることが出

来た。電子顕徴鐘はHS－6型およびHS－10型の万

能型電子回折顕微鏡，ガス反応研究用電子同折装

置が本研究所指導のもとに整備されており，それ

ぞれ独自の機能を発樺している。さらに本年度は

500kYの電子顕徴鏡が完成する。　このほかに物

理分析設傭として，X線マイクロアナライザー

（フラソスCameca杜）が超極級分析装置とし

て，元素の偏析，拡散，析出物や介在物の分析，

同定，酸化現象などきわめて広範囲にわたって利

用されているo

　化学分析設備としてDS－40！G型回折格子赤外

分光光度計（材技研ニュース40号）およびCary

ユ4型分光光度計（材技研ニニース41号）が昨年設

置され，本年に入って，直読式発光分光分析装置

（ヵソトバック）および質量分析装置（固体用，

ガス用）の設置カニ予定されているので，機器分析

設備は一応完撒されるものと思われる。

　溶解設備では昨年2トンMBCキュポラ（材技

研ニュース48号）および低周波誘導炉が設置さ
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マルチブルタイプクリーブ試峨機

’〆

れ，また木年度は鋳銑機およぴダイカストマシソ

の整伽iが予定されている。電子衝1峰溶解炉はHe－

rause50kVが新たに設置され，大型の電子ビー

ム溶接装雌（Sciaky杜蚊）も設置され，それぞ

れ研究分野を拡大した。

　材料試験設備では，わが国最初の3トソ，複式

クリープ試験機が設耐され本年度はさらに州設が

予定されている・また溶接川引張拘火割れ試験の

ため1000トソのTRC試験機が木研究所の創意で

娘f／≡されたoその仙木研究j万析j｝に」：って．吠作さ

れた独nの研究設f川ilr6よぴ．武験機は数多い。

　粉末冶金に関する研究設備として設附されたア

トマイザー装肚，および粉末圧延装雌は特に考慮

して試作された設腕として｛列示＾．1来よう。

　このほか非金胴介在物の分析」羽として従来の電

解採収装附（Klinger　Koch式）の欠点を改良し

た新しい装置が螂乍された。新型溶接用連統冷去1］

変態図作成装撒は高周波加熱方式を採用しプログ

槻㍗キ｝二

TRC試聾萸機

、　　　　　『、
；｝噛　　　・・1’　’」H’靱一

1舟＿．　；一∵≡

ラムコソト1ゴールによ’って溶接熱サイクルを完全

に刊＝現山来るもので，これによって多くのCCT

1曳1がf乍成されている、、また浴挾熱および応カサイ

クル川＝現装甘tも牛、宇色のある設伽iといえよう。

　原手炉構造用材料の腐食試験装置として助水腐

食．式駄装甘’l12け機が完成したoこれは1号機を改

良し，」■i〃’’j使川汎」吏350oC．j■±■＝’’三使ハ川三力を200

kg／cn12としたo

　それから金属材料の生産加工に関する研究およ

び金属の「生れ」から製品に至るまでの一貫した

生産過程についての研究もあわせて実施して行く

たソ）に必要な一辿の工業化研究設倣：の推伽iに努

め，現在までに，　2トソエルー式電弧炉，100kg

真空溶解炉，500トソ汕1］三鍬造ブレス，2スタソ

ド3段棒釜剛王延機，迦1医式鋼板圧延機（2段熱問

圧延機，4段冷問圧延機），セソジミヤ20段冷問

圧延機，鍛造月＝唖油加熱炉，竪型ストリヅプ連統

焼鈍炉，各唖の熱処理炉，高周波溶解炉を整術し

た。また木年度より鉄娘錬に脚する研究設伽1とし

てロータリー・キルン試駄炉そしてそれに関連す

る各師のミル，クラッシャー，避鉱機械あるいは

流莇炉，逃九炉一咋の洲■、’ltを一≡■’川している。

　　　　　4研究椎進業務

　研究テーマは研究失施手続規定にもとづいて研

究机当考よりその年度閉始の2ヵ月前までに所長

に提1上■■される。拙．Llされた研究テーマは新規テー

マ，継続テーマいずれも，

　①金属材料に関する物理的研究

　②金刷オ料に関する化学的研究



鉄鋼材＊斗に閑する倣究

非鉄銑繍材料ヰこr蟻する研究

鉄の製錬に闘する研究

非鉄金属の製錬に閑する’研究

蚊造や金披術に閑する研究

材料強度に閥する研究

原予炉材料に閥づ一る研究

の9椰類に大別され，川川会辛．llとの辿絡会．談，所

内におげる研究討閉険討委≡ハ会などで検討された

後，所」ミの派認を得て，その年度における木研究

所の研究計閥として立案され科学披術1’｝：4》属材辛斗

研究述絡会談の稚談を経て〕■段終o勺に決定される。

決定された鮒究計匝旦11の炎施に当っては，研究維過

を適碓に把撮するた’ソ）に，ζ少なくとも半期に一

度，所長に各テーマ担当！者より文書をもって経過

報告をするように州＝l1’’■＝されている。また研究成果

については，侮月一剛行たわれる月例所内研究報

沓会において学会発爽諭文を含めて発爽すること

になっているo

クリiブ試験機整備状祝
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劣　　則1　　気

’■常　　　　　拙王

リラクゼ…ショソ

応　力　変　醐
バ　　　ネ　　鍬

1111　　　　　　げ

げ　　　　　　舳

　小　　　　、1l・

　倫　　　　蕎1’

余　　　　数

199

研究予算・）舳1状況は，各研究テーマごとに伝

粟によって衡殴されており，備品，消耗、冊，等の燃

入矛続きの迅速化をはかるとともに概究遊捗状況

の把握にも役立っているo

　総介恢究休綱を確立して，能率的な巡常をはカ、

るために，披術サービス舳，1コの分離独立に多夢めて

いるOまず符理淋披術課に；おいて，．工f乍機械、工場1

を惚伽し，ガラス加．二1二，木二I二，金．胴材料o）二〔f乍カ；1

工を蜘＝11して行なっている。また，木年度より1猛

予披術係を設けて，これに二閉する設計，試作，修

理を禽わせて行たうこととした。研究部において

は，一金属化学砥究舳こ化学分析室，金属物理研究

部に物理試戯室，　材斗ξ斗強度研究榔にクリーブ試験＝

室，工榮化倣究舳こ総析室を設けて，待研究窒よ

りの依煩試駄，依繊f乍薬に応じている。また本研

究所における研究洲11を基木設伽とその他の洲i

に分類し・基木設嚇については，設嚇ごとに管理

才脳郁を定めて，これを舳する柵榊とも全

く平箏に使ハ川來るように摘雌されている。

　従って，研究設燃の私有化，帰1一設倣の重複設

雌などはほとんどなく，研究嵐が自ら機微を逝転

するというケースも少なくなり，設倣の有効使

凧研究能率の1合1山．止二に薪しく寄与している。

　　　　　　　　5今後の諸聞題

　設立峯自初より一貰した基本プテ針のもとに研究所

の雄設と研究茱務の推遮に努y）て来たため，餌一

次推鮒手手1’llI．！iも汀々その途につきつつある。しか

し，企胴材料披術に1測する近代r1勺研究j幾閉とし

て，研究活醐を行なうためには，まだいくつかの

州遡点が残されており，今後これらの閉魍、1叙にっ

いて∫し体的な解決災が身呈童れている。

　（I）艘錬鮒究榊洲1年度設煎されたばかりで，

　人比設術ともに他の研究舳こ比鮫して弱休で

　あったが・水イ1三疫において2研究室が州加し，

　それぞれの研究塞長も決・定したので，今後の活

眺が」榊される一一なわち鉄鉱石の醐；，焼糸，㌣

　汰について，1ヒた脇I洲攻，迦元以攻について

　のツ1辻；鮒1’1勺研究1す5よびバッチ式1州リ…炉を利’ljした

　迷元法に1笑1する研究箏が斧1・醐されており，これ

　にともなう各概研究設術の撚鮒が必喫となっ

　た。鯉鋼法に関する研究では，現在低凋波誘尊1

一8　｝



　炉，圃転式転炉を使用した研究が遊められてい

　るが，将来迦統製鋼法に牒1する研究も行なうべ

　く検討されている。

（2）鉄鋼材料に閥する研究で今後計醐されている

　ものの一つに逝塊技術の改良に閑する研究があ

　る。腱全な鋼塊を造ることは，鉄鋼の材質をよ

　くす舳1か’）でなく，小火；手1な減少し，州㍗り

　を」；字しく1「1」一二させることが川」来る。つぎに獅披

　術に閑する研究として，辿続鋳逝に1均する研究

　があげられる。ヘィゼレヅトマシソによるアル

　ミニウムの述続鋳造はすでにアメリカにおいて

　炎川の段榊こある。そこでアルミニウムを」l1い

　て，冷共口機構，鋳遊条件その・他の堆礎1杓概究を

　行ない，つづいて鉄鋼材料に対しての遮川を研

　究し，ブラネタリーロールを」肌・た∫」1’三’延にまで

　逃絨約に行なうことを1引1醐している。

！3〕物理試験窒に1｝言いて使川されている設鮒の

　うち，X線分析装1チ’l1，X線1111折裟鮒，旭∫蜘微

　銚，X線マイクロアナライザーはいずれも使1’l1

　度1がはげしく，，洲淡研究の’．；水榊設伽1としての

　」’舳nを強く要梁している。童た大型電磁石の設

　甘IIlは，超㌘睡専マグネットに閥する研究」口だけで

　なく，．金胴物列！，1又は化磁気材料研づ芒のリ．』木1／勺

　設伽iとして必吸となっている、、

（4）　材非；1・試膨セ設oli互は，　ラフ。チャー倣互，　クリーフ。

　他，疲労試験色111箏の舳墜な材才；臓験をも行なえ

　るよう広い範1」」榊こわたり試鮫機・の推術孕こ努めて

　いるoまた，材料試験空を斬たに設1ポI＝して，待

　碗の材料試験を充分突施できる体倣をととのえ

　るとともに，　大型試！験去幾，　待纐クリーフ㍗試鋤ミ

　機・，疲労試験4幾箏の特殊材料試験機・の土舳11によ

　って爺椛データを撚嚇し，その活」口をはかるこ

　とを青’i’1il≡iしているo

（5）研究二茱務は兆礎’研’究、〕：り応j’lj研究さらに遊

　んで州允研究へと逃められる｛）のである。

　このうち洲朽達鮒究は，パイ1コットプラソトを巾

　心として1けな」」〕、｛しろたム’），＝企』り寺柵料4）‘1三』～τミ披術

　に1均づ一る〃干づヒーc古よ，斗11）I／o）旭ユイ：莫σ）1没閉茸カ㍉必焚と

　なって来るo欧米においては，すでにこの概の

　倣究所が雄設さオし，沽允な研究が遊y）らオしてい

　る。そこで木研究所の雄設にもこういうことを

　考えて進めてきたのであるが，装鮒工薬，とく

　に金属材料の工榮において，蝸発研究，二1二榮化

　研究を遮めるには，生産二1二場一とほとんど逃わな

　し・よ　うな圭見在焚一c了冴ラヒをわ二な2っなくu⊂古まならなし・

　ことはよくあることで，近い将来の剤側として

　さらにソ（塊膜な設倣を｛’，乍たな1ナればなP）ないこ

　とを締感している。そういうところから製錬研

　舳11，舳舳’舳1」1・伽一那，、l1州ヒ〃1二’j’に1－lllなど4洲

　・獅㍑，．’l1茱舳㍑をf∫なうための第2次討■llli

　を〕wlllン1’案1／’1であるo

ω　〃㍑組繊が拡充倣化され，研北洲淋なρ）ぴに

　諦施設が維鮒されて，近代約倣究所としての形

　態が！終えられるにともなって，符貝口舳，I」，サ川

　ビス舳11］の巾心となる／榊川二・舎の挫設が必災と

　なった。

　　椚：舳1：・舎には；ll．汕1jセソ1ダ，洲峰．洲榊，サ」1f

　報資料室，附．瞳，洲；1；なども青鮒1する予定で

　ある。特に謝仲1’榊1呈当葦務については，㍉し急に∫し

　体化しなけれぽならないのであるが，人．以その

　他の一1叙で充分とはいえず，遭リjな情報衡王！吻方

　帷について検討している。

（7〕研究」丁瞭材牒J≡し0）j1更得・煤符・供」」llを迅連に

　行’なうことは研究能率のI‘lj．1．二と研究資材の合珊

　I’I勺使川に人さ一な閑辿をもっている。またミ｛／分炊

　川されない佃㍑洲榊〃）保竹は，石」㍑牢0）イ」1

　効1’廊欲を広1一ずることになる。1二1I火倉川iを設11、＝し

　て，資材・耕臭の災I■1＝1符理を行なうよう対策を

　検討しているo

（8）　研究設伽i0）能＊I’］勺な竹州お、】：び雌．常をはかる

　たy）に設倣i衡理11委貫会が設けられた。水委黛会

　では現在設鮒の分類，使舳系二分，設術制帳，パ

　ソチカードの作成などについて以体案を擁談『1二】

　であるが，さらに設1術ごとの芋舳…）lW…，竹則災

　定の作成をも討11！liしているo

（1〕）その他近代1’1勺研究機・1異1として倣究’茱協を能卒

　的に迦淋するためには，研究テーマの逃定，〃1＝

　究成・火の遭」lllな洲11，研究且辻舳11の脇力体伽，

　liiた〃1北以’1」寛な．11・（すゐた・〉〃）舳tの〃はゾェ

　ど，多くσ）1；舳、1－1，1〃いれているが，今後さら

　に検討を加えて逐次改善していく’予定である。

☆　　　　☆　　　　☆
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